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一
般
会
計
は
、
町
の
会
計
の
中
心
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
町
が
行
う
事
務
事

業
の
大
部
分
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、歳
入
45
億
７
，

１
７
５
万
８
千
円
、
歳
出
44
億
７
，
８

９
６
万
２
千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

（
形
式
収
支
）
は
９
，
２
７
９
万
６
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
実
質
収
支

も
形
式
収
支
と
同
じ
９
，
２
７
９
万
６

千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
は
、
45
億

７
，
１
７
５
万
８
千
円

で
、前
年
度
と
比
べ
４
，

０
２
５
万
円
、０
・
９
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
を
見
る

と
、
み
な
さ
ま
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
町
税

が
14
億
７
，
２
５
３
万

８
千
円
で
、
歳
入
全
体

の
約
３
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
地
方

交
付
税
、
国
・
府
支
出

金
、
町
債
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
は
自
主

財
源
と
依
存
財
源
に
大

き
く
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

町
税
ほ
か
手
数
料
や

　
平
成
23
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

１
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
っ
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
使
っ
た
の
か
を
住

民
の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
な
ど
全
て
の
会
計
を
あ
わ
せ
た
町
の
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
が
76
億
８
，８
４
６
万
９
千
円
、
歳
出
総
額
が
75
億
７
，５
４

４
万
１
千
円
で
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
平
成
23
年
度
に
つ
い
て
も
黒
字
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
も
と
づ
く
指
標
に
お
い
て
は
、
早
期
健
全
化
基

準
以
上
と
な
っ
た
健
全
化
判
断
比
率
及
び
経
営
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た

公
営
企
業
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
税
収
が
減
少
す
る
一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
加
す
る

な
ど
、
決
し
て
町
の
財
政
が
良
く
な
っ
た
と
言
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
果

的
に
配
分
し
、
効
率
的
な
事
務
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

１
．一
般
会
計
の
状
況

歳入の状況

入
っ
て
き
た
お
金（
歳
入
）

45
億
７
，１
７
５
万
８
千
円

使
用
料
、
負
担
金
な
ど
町
が
自
主
的
に

調
達
で
き
る
お
金
を
自
主
財
源
と
い

い
、
17
億
７
，
７
６
９
万
９
千
円
の
収

入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金
、
大
阪
府
か
ら
交

付
さ
れ
る
府
支
出
金
、
町
の
借
金
で
あ

る
町
債
な
ど
は
依
存
財
源
と
い
い
、

27
億
９
，
４
０
５
万
９
千
円
の
収
入
が

あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
地
方

交
付
税
等
の
依
存
財
源
の
増
加
は
あ
り

ま
し
た
が
、
町
税
等
の
自
主
財
源
は
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
の
財
政
基

盤
は
、
決
し
て
安
定
的
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

※水道事業会計の収益的収支の実質収支は、損益計算書による純利益です。
　また、資本的収支の差引△22,368千円は、内部留保資金等により補てんしています。
※小計及び合計は表示単位未満四捨五入のため、各会計の合計と一致しない場合があります。

■平成23年度会計別決算総括表	 （単位：千円）

（平成23年度決算報告）

まちの台所事情まちの台所事情まちの台所事情

合計

自主・依存

歳入内訳

（単位：千円）

自主財源

4,571,758

依存財源

地方交付税町税

その他　
その他 国・府支出金 町債

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引 実質収支

一　　般　　会　　計 4,571,758 4,478,962 92,796 92,796

国 民 健 康 保 険 1,470,180 1,451,007 19,173 19,173

介　　護　　保　　険 879,921 877,602 2,319 2,319

後期高齢者医療保険 136,032 132,156 3,876 3,876

下　　水　　道 314,308 314,308 0 0

水　道
収益的収支 264,841 251,640 13,201 15,036

資本的収支 43,614 65,982 △ 22,368

小　　　　　計 7,680,656 7,571,659 133,200

山　田　財　産　区 6,949 3,137 3,812 3,812

春　日　財　産　区 864 645 219 219

合　　　　　計 7,688,469 7,575,441 137,231

公
　
営
　
企
　
業
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歳
出
総
額
は
、
44
億
７
，
８
９
６
万

２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
５
，
４

３
９
万
円
、
１
・
２
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
分
類
し
た

も
の
が
左
の
表
で
す
。

　

総
務
費
と
民
生
費
で
歳
出
全
体
の
約

５
割
を
占
め
て
お
り
、次
い
で
教
育
費
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
の
順
で
、

こ
れ
ら
で
歳
出
全
体
の
約
９
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
教
育

費
（
中
学
校
改
修
（
耐
震
補
強
等
）
事

業
）
や
衛
生
費
（
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
等
接
種
事
業
）
の
増
加
が
あ
り
ま
し

た
が
、
総
務
費
（
土
地
開
発
公
社
経
営

健
全
化
事
業
）
や
公
債
費
（
町
債
の
元

利
償
還
金
）
の
減
少
が
あ
っ
た
た
め
、

全
体
で
は
前
年
度
を
下
回
る
歳
出
規
模

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
の
保

険
料
や
医
療
費
の
給
付
な
ど
の
収
支
を

経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、歳
入
14
億
７
，

０
１
８
万
円
、
歳
出
14
億
５
，
１
０
０

万
７
千
円
で
、
基
金
や
町
繰
入
金
を
活

用
し
、
実
質
収
支
は
１
，
９
１
７
万
３

千
円
の
黒
字
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保

険
料
で
３
億
６
，
９
０
４
万
３
千
円
、

そ
の
ほ
か
国
府
支
出
金
や
前
期
高
齢
者

交
付
金
、
共
同
事
業
交
付
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費

が
９
億
８
，
９
８
０
万
３
千
円
。
そ
の

ほ
か
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
に
対

す
る
保
険
料
の
収
納
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
給
付
な
ど
に
係
る
収
支
を
経
理
す
る

会
計
で
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、歳
入
８
億
７
，

９
９
２
万
1
千
円
、
歳
出
８
億
７
，
７

６
０
万
２
千
円
で
、
実
質
収
支
は
２
３

１
万
９
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険
料

で
１
億
７
，
４
５
９
万
７
千
円
で
、
そ

の
ほ
か
介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
、

国
、
府
及
び
町
等
の
負
担
割
合
に
よ
る

収
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
保
険
給
付
費
が
８
億
２
，
６
０
６

万
７
千
円
。
そ
の
ほ
か
介
護
予
防
や
相

談
事
業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
費
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
医
療
保

険
制
度
の
会
計
で
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、歳
入
１
億
３
，

６
０
３
万
２
千
円
、
歳
出
１
億
３
，
２

１
５
万
６
千
円
で
、
実
質
収
支
は
３
８

７
万
６
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
で
１
億
２
５
２
万
１
千
円
、

そ
の
ほ
か
町
負
担
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
大
阪
府
広
域

連
合
へ
の
納
付
金
１
億
２
，
５
０
２
万

１
千
円
で
す
。

　

下
水
道
管
の
整
備
や
各
家
庭
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の
処
理
・
管
理
に

係
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
億
１
，
４
３
０
万
８
千
円
で

実
質
収
支
は
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
23
年
度
末
現
在
、
普
及
率
92
・
８
％
、

水
洗
化
率
86
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用

料
で
１
億
４
，
５
０
２
万
３
千
円
。
そ

の
ほ
か
、
町
債
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
維
持
管
理
費

や
汚
水
桝
設
置
に
か
か
る
工
事
費
、
町

債
の
償
還
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
使
っ
た
お
金（
歳
出
）

44
億
７
，８
９
６
万
２
千
円

２
．主
な
特
別
会
計
の
状
況

　
国
民
健
康
保
険

　
後
期
高
齢
者
医
療

　
介
護
保
険

　
下
水
道
事
業

歳　出　の　状　況（目的別） 決算額 （構成比）

議会費 町議会の運営に係る経費 120,216 （2.7）

総務費 町の人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計など
の全般的な管理に係る経費 1,081,121 （24.1）

民生費 高齢者・障がい者・児童福祉など住民福祉の増
進に係る経費 1,314,275 （29.3）

衛生費 健康診断や母子保健などの保健衛生及びゴミ処
理などの環境衛生に係る経費 398,613 （8.9）

農林水産業費 農業振興などに係る経費 40,631 （0.9）

商工費 商工業や観光振興に係る経費 32,023 （0.7）

土木費 道路や河川、公園等の維持・整備などに係る経
費 236,085 （5.3）

消防費 消防や救急などに係る経費 170,297 （3.8）

教育費 幼稚園や小中学校、生涯学習、文化財保護など
に係る経費 545,958 （12.2）

公債費 町債（借金）を返済する元金と利息。元利償還金。 539,743 （12.1）

合　　　　　　　　　　計 4,478,962 （100）

���



その他特定目的
減債基金
財政調整基金

年度 年度 年度 年度

（単位：百万円）

年度

国民健康保険
介護保険

年度 年度

太子町

年度 年度 年度

類似団体府内町村平均
（単位：％）

年度 年度 年度 年度 年度

水道事業
下水道事業

介護保険

一般会計

（単位：百万円）

　

水
道
の
給
水
に
係
る
施
設
整
備
や
管

理
に
係
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
、

他
の
会
計
と
は
異
な
り
企
業
会
計
方
式

で
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

費
税
法
の
適
用
事
業
に
な
り
ま
す
の

で
、
決
算
額
に
は
す
べ
て
消
費
税
相
当

額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
年
間
総
有
収
水
量

が
１
４
１
万
２
，
２
２
８
立
方
メ
ー
ト

ル
に
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
３
，
５
８

７
立
方
メ
ー
ト
ル
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
収
益
的
収
支

　

日
常
の
経
営
状
況
を
示
す
の
が
収
益

的
収
支
で
す
。
こ
の
う
ち
、
給
水
収
益

な
ど
の
水
道
事
業
収
益
が
２
億
６
，

４
８
４
万
１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
配
水
・
給
水
費
用
な
ど
の
支

出
は
、
２
億
５
，
１
６
４
万
０
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

■
資
本
的
収
支

　

建
設
投
資
の
状
況
を
示
す
の
が
資
本

的
収
支
で
す
。
収
入
が
４
，
３
６
１
万

４
千
円
、
支
出
が
６
，
５
９
８
万
２
千

円
と
な
り
、
２
，
２
３
６
万
８
千
円
の

差
引
不
足
額
が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
に
よ
っ
て
補
て
ん
し
ま
し

た
。

　

町
の
貯
金
で
あ
る
積
立
金
残
高
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
増
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
は
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
必
要
最
小
限
の
額
を
取
崩
す

と
と
も
に
、
以
前
よ
り
積
み
立
て
て
き

た
特
定
目
的
基
金
か
ら
中
学
校
改
修
事

業
や
社
会
福
祉
士
配
置
事
業
に
充
て
る

た
め
に
取
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
残
高

は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
積
立

金
と
比
べ
る
と
依
然
多
額
の
債
務
残
高

を
抱
え
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
運
営
の
弾

力
性
を
表
す
指
標
で
す
が
、
町
村
で
は

70
％
が
妥
当
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
の
町
の
経
常
収
支
比
率
は
、

92
・
２
％
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
財
政

運
営
を
行
う
上
で
、
柔
軟
な
対
応
力
が

あ
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
早
期
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
健
全
化
判
断
比

率
及
び
経
営
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ

た
公
営
企
業
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

◆問合せ　財政グループ　☎98-5518

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、実質赤字額又は連結実質赤字額がないため、「−」と表示しています。
※資金不足比率については、資金不足額がないため、「−」と表示しています。
※将来負担比率及び資金不足比率に財政再生基準はありません。

■資金不足比率	 （単位：％）■健全化判断比率	 （単位：％）
実 　 　 質
赤 字 比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実質公債費
比　　　率

将 来 負 担
比　　　率

平成23年度決算
に基づく比率 — — 13.3 35.2

（早期健全化基準） （15.00） （20.00） （25.0） （350.0）

【財政再生基準】 【20.00】 【30.00】 【35.0】

水 道 事 業 下水道事業

平成23年度決算
に基づく比率

— —

（経営健全化基準） （20.00） （20.00）

■経常収支比率の推移

■町の借金（地方債）残高の推移

■町の貯金（積立金）残高の推移

▲浅野町長

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化

　
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

　
基
金
積
立
金
と
町
債
残
高

３
．町
の
財
政
指
標
な
ど

　
経
常
収
支
比
率

　
水
道
事
業

��



　９月15日（土）・16日（日）の２日間、滋賀県草津市烏丸
半島芝生広場で行われた『イナズマロックフェス2012』
のエンタメステージに、たいしくんが出演しました。
　晴天に恵まれ、２日間で過去最高となる３万５千人の来
場者があり、大盛況で幕を閉じました。
　当日のステージの模様は、インターネットで生放送され、
会場に来られない人にも届けられました。

たいしくんが
イナズマロックフェス2012に出演！

10月５日（金）、太子町地域安全センター主催の２周年イ
ベントが行われました。
　地域安全の日（全体活動）として、各運営団体の皆さん
が黄色いベストを着用し、町のいたるところで、登校時間
帯の見守り活動を行いました。
　その後、町立万葉ホールで、大阪府警察本部による、子
どもの安全や見守り活動に関する講演会、寸劇が行われ、
犯罪に遭わないための注意点などを詳しく学びました。
　犯罪のない安全安心なまちをめざし、地域でつくる安全
安心の和をみんなで拡げましょう。

地域安全センター２周年！

　10月８日（月・祝）、町立総合スポーツ公園で、秋のスポー
ツイベント「たいしスポーツDay」が行われました。天
候に恵まれスポーツ体験や、発表会、金メダルをめざした
チャレンジと２段式玉入れが行われ、スポーツをとおして
多くの人が笑顔で交流し、楽しい時間を過ごしました。

　全国地域安全運動（10月11日〜20日）にあわせ、10月
11日（木）、上ノ太子駅前で、防犯委員や富田林警察署の
皆さんによる、地域安全運動街頭キャンペーンを行いまし
た。
　この運動は、犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづ
くりをめざすもので、全国的な運動です。
　今回は、ひったくりなど街頭犯罪の被害防止、子どもや
女性を犯罪から守る活動の推進、空き巣など住宅を対象と
する侵入窃盗の被害防止を重点項目として、「しっかり注
意して被害に遭わないように」と呼びかけを行いました。

みんなで力をあわせて安全・安心なまちづくり

スポーツの秋を
楽しみました 金

�



　10月５日（金）、磯長小学校５年生による稲刈り体験が行われました。
　当日は、浅野町長も見守るなか、農園の管理を行っている磯長小学校学習農園応
援隊の皆さんの指導のもと、６月８日（金）に植えた稲の生育ぶりに驚きながらも、
稲刈りから天日干し作業などに歓声が飛び交う、楽しく貴重な１日となりました。

竹
内
街
道・横
大
路
〜
難
波
か
ら
飛
鳥
へ
日
本
最
古
の
官
道（
大
道
）〜

１
４
０
０
年
首
長
サ
ミ
ッ
ト
準
備
会

　

来
年
、
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）
が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
１
４
０
０
年
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
１
４
０
０
年
に
向
け
て
、
９
月
18
日（
火
）、
町
立
万
葉
ホ
ー
ル
で
、

１
４
０
０
年
首
長
サ
ミ
ッ
ト
準
備
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

準
備
会
で
は
、
府
県
を
越
え
た
沿
線
の
12
の
自
治
体
（
大
阪
府
・
大
阪
市
・
堺

市
・
松
原
市
・
羽
曳
野
市
・
太
子
町
・
奈
良
県
・
葛
城
市
・
大
和
高
田
市
・
橿
原

市
・
桜
井
市
・
明
日
香
村
）
が
連
携
し
、
周
辺
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘
し
、
街
道

の
魅
力
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
13
日（
土
）、
第
４
回
竹
内
街
道
〝
灯
路
祭
り
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

灯
ろ
う
に
よ
る
街
道
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
他
、
寺
院
・
古
民
家
で
の
催
し
や
軒

下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
道
行
く
家
族
な
ど
多
く

の
人
々
が
、
普
段
と
は
異
な
る
竹
内
街
道
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

竹
内
街
道“
灯
路
祭
り
”

磯長小学校児童の稲刈り体験

　９月10日（月）、サンプラザ太子店前で、買い物に訪れた人に対して、自殺予防対
策の啓発活動を行いました。
　さまざまな悩みを抱えている人は、
ひとりで悩まず、専門の相談機関にご
相談ください。
　こころの悩みの総合相談は、大阪府
こころの健康総合センター（☎06-6607
-8814・月〜金　午前９時〜午後５時）
までご連絡ください。

自殺予防対策キャンペーン

　町立竹内街道歴史資料館の歴史講座を、資料館友の会と観光ボランティア太子街人
の会との共催で行いました。

　本講座は９月29日（土）を皮切りに全４
回行い、「最古の官道・竹内街道と古代
氏族」と題して、多彩な講師の人々から
ご講演をいただくものです。
　第１回は阪南大学の来村多加史先生か
ら、来年に敷設1400年の節目を迎える
竹内街道の歴史に関する興味深いお話を
聞くことができました。

町立歴史資料館歴史講座
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来
年
、
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）
が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
１
４
０
０
年
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
１
４
０
０
年
に
向
け
て
、
９
月
18
日（
火
）、
町
立
万
葉
ホ
ー
ル
で
、

１
４
０
０
年
首
長
サ
ミ
ッ
ト
準
備
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

準
備
会
で
は
、
府
県
を
越
え
た
沿
線
の
12
の
自
治
体
（
大
阪
府
・
大
阪
市
・
堺

市
・
松
原
市
・
羽
曳
野
市
・
太
子
町
・
奈
良
県
・
葛
城
市
・
大
和
高
田
市
・
橿
原

市
・
桜
井
市
・
明
日
香
村
）
が
連
携
し
、
周
辺
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘
し
、
街
道

の
魅
力
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
13
日（
土
）、
第
４
回
竹
内
街
道
〝
灯
路
祭
り
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

灯
ろ
う
に
よ
る
街
道
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
他
、
寺
院
・
古
民
家
で
の
催
し
や
軒

下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
道
行
く
家
族
な
ど
多
く

の
人
々
が
、
普
段
と
は
異
な
る
竹
内
街
道
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　９月27日（木）、10月３日（水）、５日（金）の３日間、太子町農業委員会による農地
パトロールが行われました。
　パトロールは町内５地区を３班編成により、主に遊休農地（耕作されずに雑草の
生い茂った農地など）の有無を重点的に確認しました。
　確認された遊休農地の所有者には改善指導を行うなど、遊休農地解消に向けての
活動に取り組んでいます。

農地パトロール

　９月17日（月・祝）、町立万葉ホールで大阪芸術大学ウインドアンサンブル綾のみ
なさまの演奏による楽しい音楽会を行
いました。
　６回目の今年は、たくさんの参加者
に来ていただき、飛び入りゲストのた
いしくんとともに、お子さまから大人
まで楽しい音楽会になりました。

第６回みんなでいっしょにパンパカパーン

▲９月27日（木）山田・畑地区

10月３日（水）春日地区

▲

▲10月５日（金）太子・葉室地区

�



◆
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

　
会
長
表
彰

　

防
犯
栄
誉
賞
﹁
銀
章
﹂

　
富
田
林
警
察
署
管
内
防
犯
協
議
会
会
長

　

太
子
町
防
犯
委
員
会
会
長

　

北
山　

宏

【チャレンジ】
○50ｍ走
（小学生男子）　　森井　天哉� 7秒７
（小学生女子）　　市河あおい� 7秒８
（中高生男子）　　松井　　翼� 7秒０
（中高生女子）　　髙田　海香� 9秒０
（成人男性）　　　筒井　克行� 7秒０
（成人女性）　　　松井　智子� 7秒９
○遠投
（小学生男）　　　橋本　裕斗� 47ｍ90
（小学生女）　　　東條　青海� 32ｍ70
（成人男性）　　　福嶌　章夫� 51ｍ30
（成人女性）　　　上藪久美子� 33ｍ60
（60歳以上男性）高柳勝之助� 30ｍ60
（60歳以上女性）大杉　幸江� 16ｍ10
○フリースロー（記録20本）
　（優勝）山口　沙礼�
　（　〃　）貴治　　彩�
　（　〃　）井上　采海�
○ペタンク（記録14点）
　（優勝）上田ゆうき�
　（　〃　）安藤　勇斗�
　（　〃　）半澤貫太郎�

【ゲーム】
○２段式玉入れ
　（優　勝）インディアカＢ� 89
　（準優勝）インディアカＡ� 83
　（第３位）ミニバス女子太子スターズ� 55

2012たいしスポーツDay

◆
２
０
１
２
大
阪
府
青
少
年
空
手
道

　
選
手
権
大
会

　
小
学
２
年
生
女
子
の
部　
優
勝

　

南　

萌
香（
山
田
小
２
年
生
）

◆
天
理
ホ
ッ
パ
ー
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

　
準
優
勝

　

 

太
子
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

◆
第
54
回
南
河
内
地
区
剣
道
大
会

　
団
体
の
部　
優
勝

　
聖
徳
館
Ａ

　

松
尾　

和
・
松
尾
倫
薫
・
松
尾
咲
哉

　

団
体
の
部　
準
優
勝

　

聖
徳
館
Ｂ

　

堀
内　
凌
・
杉
岡　
樹
・
杉
岡
由
紀
彦

　

団
体
の
部　
第
３
位

　

聖
徳
館
Ｃ

　

石
川
裕
佳
里
・
石
川
和
佳
奈
・

　

岩
壁
憲
伸　

　
小
学
生
３・
４
年
生
男
子
の
部　
優
勝

　

松
尾　

和（
山
田
小
４
年
生
）

　
小
学
生
５・
６
年
生
男
子
の
部　
優
勝

　

杉
岡
真
成（
山
田
小
５
年
生
）

　
小
学
生
５・
６
年
生
男
子
の
部　
準
優
勝

　

横
川
怜
音（
磯
長
小
６
年
生
）

　

中
学
生
男
子
の
部　
準
優
勝

　

杉
岡
由
紀
彦（
太
子
中
３
年
生
）

わいわい朝市・道の駅感謝祭
○わいわい朝市

［と　き］毎週土・日曜日と祝日
午前９時〜

［ところ］道の駅
近つ飛鳥の里・太子

※�11月23日（金・祝）、午前９時
からは、感謝祭を行います。

◆問合せ　近つ飛鳥の里・太子
　　　　　☎98-2786

広
報
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
川
柳（
３
句
ま
で
）、
意
見
や
提
案
、

疑
問
に
思
う
こ
と
、
こ
ん
な
コ
ー
ナ
ー

を
作
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
何
で
も
結
構

で
す
。
ど
し
ど
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
の
注
意

¡
ハ
ガ
キ
の
表
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い（
封
書
の

場
合
は
手
紙
に
）。

¡
掲
載
時
に
匿
名
を
希
望
さ
れ
る
人
で

も
、
必
ず
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
、
匿
名
希
望
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

¡
写
真
は
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
苦
情
、
疑
問
な
ど
の
投
稿
を
さ
れ
る

場
合
も
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
　
秘
書
広
報
グ
ル
ー
プ

1（
９
８
）５
５
３
１

切手

t
あ
て
先

人敬
称
略

はなまる

ひ と の う ご き
� （　）内は前月比

�人　口�₁₄,₂₃₁人人（＋ 5）� 転入 ₂₉人
� 男� ₆,₉₇₉人人（＋ 5）� 転出 ₂₁人
� 女� ₇,₂₅₂人人（± 0）� 出生�　 ₄人
�世帯数� ₅,₂₉₃世帯（＋10）� 死亡� ₇人

まちの面積　　14.17㎢
（10月₁日現在）

　こんぺいとう広場ではやわらぎ・松の
木両保育園で園庭開放を行っています。
　なお、育児相談は、毎週水曜日の保健
センターの相談日をご利用ください。

〔開催日〕
〔○やわらぎ保育園　11月1₄日（水）
〔○松の木保育園　　11月20日（火）
〔※受付時間午前９時45分〜10時
〔対　象〕�１歳から４歳未満のお子さん

と保護者

〔内　容〕 各園へお問い合わせください。
〔※�着替え、水筒（お茶）、タオルなどを
お持ちください。おもちゃ、お菓子
は持ってこないでください。

〔※�予約不要（受付時間内にお越しくだ
さい）。

〔※車での来園はご遠慮ください。
◆問合せ　やわらぎ保育園　☎98－0063

松の木保育園　　☎98－2882
健康増進グループ　☎98－5520

こんぺいとう広場
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▪
秋
風
の
聞
き
入
る
内
緒
話
か
な	

小
路
喜
与
志

▪
秋
天
へ
伸
ば
す
麒
麟
の
首
の
丈	

麻
野　

明
子

▪
稲
を
刈
る
日
取
り
を
胸
に
水
落
す	

丸
山　

秀
子

▪
ハ
ー
モ
ニ
ー
見
事
に
揃
ふ
虫
合	

高
田　

正
裕

▪
地
に
侍
る
こ
と
も
生
き
様
草
紅
葉	

西
村
美
智
子

▪
山
寺
の
先
師
の
歌
碑
に
蝉
時
雨	

明
石　

志
郎

▪
こ
ほ
ろ
ぎ
の
猫
が
捕
り
来
て
見
せ
つ
け
る	

増
尾　

春
江

▪
落
鮎
の
ほ
ん
の
り
苔
の
香
を
ま
と
ひ	

杉
山　

豊
子

▪
高
梯
子
降
り
て
は
眺
め
松
手
入	

加
賀
井
如
峰

▪
子
規
句
碑
の
拓
本
掛
け
て
子
規
祀
る	

南　
　

魚
水

▪
天
空
の
城
跡
め
ざ
し
歩
を
進
め	

奥
田　

芳
江

▪
稲
穂
揺
れ
天
の
恵
み
に
感
謝
し
て	

上
田　

恒
子

▪
天
上
へ
思
い
は
重
し
蜘
蛛
の
糸	

山
本　

博
子

▪
干
ば
つ
に
天
の
恵
み
の
雷
雨
か
な	

川
村　
　

勧

▪
天
然
の
温
泉
つ
か
り
旅
気
分	

三
浦
冨
美
子

▪
飛
行
雲
追
い
つ
つ
天
に
の
ぼ
り
ゆ
く	

植
田　

清
子

▪
天
国
に
い
る
人
恋
し
夢
に
見
る	

上
田
美
佐
子

▪
天
に
干
す
父
の
形
に
作
業
服	

籾
山　
　

隆

▪
ま
だ
来
ん
か
銭
は
天
下
の
迷
い
も
の	

山
下　

和
男

▪
天
災
は
忘
れ
る
間
も
な
く
又
起
き
る	

吉
村
阿
佐
緒

▪
大
の
字
で
天
下
泰
平
昼
寝
す
る	

桑
原　
　

優

▪
晴
天
も
つ
づ
き
過
ぎ
て
は
う
ら
め
し
く	

春　
　
　

子

公
民
館
行
事
予
定
表　

11
月

▼「
た
い
し
く
ん
」
パ
ナ
ク
レ
イ
教
室

　
　

11
月
８
日（
木
）、
22
日（
木
）　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
折
紙
教
室

　
　

11
月
20
日（
火
）　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
古
典
教
室

　
　

11
月
18
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

11
月
17
日（
土
）、
24
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
〜
４
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば　

11
月

［
と　

き
］
11
月
17
日（
土
）

［
と　

き
］
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

ご
都
合
の
つ
く
月
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

町
立
図
書
館

　
　
　
☎
９
８
︱
５
５
２
６

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

二
人
用
長
椅
子　

１
脚　

黒
色
レ
ザ
ー
張
り［
無
料
］

•

一
人
用
椅
子　

２
脚　

黒
色
レ
ザ
ー
張
り［
無
料
］

•

木
製
机　
折
り
た
た
み
式［
無
料
］

サ
イ
ズ
120
㎝
×
80
㎝
×
30
㎝　

２
脚

•

木
製
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア　

１
脚［
無
料
］

•

ビ
デ
オ
テ
ー
プ（
子
ど
も
用
ア
ニ
メ
）

６
本［
無
料
］

•

学
習
机
・
椅
子
２
脚

（
小
学
生
用
）［
無
料
］

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

ベ
ビ
ー
カ
ー
双
子
用［
無
料
］

•

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
２
台［
無
料
］

•

大
正
琴（
複
数
台
）［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ　

☎（
９
８
）

５
５
２
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

キック☆すまいる（キックボクササイズ）メンバー募集！
　運動不足の人、シェイプアップしたい人におススメの
エクササイズです。
　年齢幅広く参加していただけます。
　楽しく体を動かして、ストレス発散しませんか。

［と　き］毎週（木）午後₁時30分〜₂時30分
毎週（日）午前10時30分〜11時30分

［ところ］町立総合体育館２階サブアリーナ
◆問合せ　宮野　☎090-2068-2759

ふれあいフリーマーケット出展者募集
　青空の下で“ふれあいリサイクル・ボランティア”を
合言葉に出展しませんか？
［と　　　き］11月25日（日）午前₉時〜午後₁時
［と　こ　ろ］役場イベント広場
［ス ペ ー ス］₁ブース（₃ｍ×₂ｍ）
［出展協力金］詳しくはお問い合わせください。
◆申込・問合せ　社会福祉協議会事務局　
　　　　　　　　☎98-1311

南河内地域カワバタモロコ保全市民ジョイントフェス !! 2012
　全国的に絶滅が危惧されているカワバタモロコの保全
活動を南河内で行う、市民団体や研究者が集まり、人と
自然と歴史が調和する太子町をめざした情報交換・講演
会を行います。町の豊かな自然を守る、最前線の取り組
みを聞きにぜひお越しください。

［と　き］11月17日（土）午後₁時15分〜₄時45分
※終了後、叡福寺ガイドと懇親会有り

［ところ］叡福寺会館
［講　師］
•近藤高貴（大阪教育大学個体群生態学研究室教授）
•北島淳也（名古屋大学東海タナゴ研究会）

［参加費］詳しくはお問い合わせください。
［内　容］
•講演（身近な水辺と人）
•太子町におけるカワバタモロコを守る取り組み発表
•南河内における保全団体による事例発表
•多くの生物でにぎわう水辺をめざして（全体討論）

［主　催］太子 eメガネ
［後　援］太子町、太子町教育委員会
◆問合せ　太子ｅメガネ事務局（吉村元貴）
　　　　　☎090-8381-8927
　　　　　taishi.e.megane@gmail.com

第11回近つ飛鳥と自然に親しむ会
〜悲劇の大津皇子を訪ねて〜

［と　　き］11月23日（金・祝）午前₈時30分受付
［集合場所］太子町役場（現地集合・現地解散）
［コ ー ス］
太子町役場→孝明天皇陵→竹内街道歴史資料館→万葉
の森（昼食・休憩）
午後Ａコース：�万葉の森→二上山雄岳頂上・葛城二上神社・

大津皇子の墓→万葉の森→太子町役場
午後Ｂコース：�万葉の森→鹿谷寺跡→岩屋→万葉の森→

太子町役場
［定　　員］200人（定員になり次第締切ます）
［参 加 費］無料（弁当、飲物をご持参ください。）
※昼食時に名物トン汁サービスがあります。

［服　　装］歩きやすい服と靴
［応募方法］
参加者全員の名前（フリガナ）・年齢・性別・〒住所・
電話・ＦＡＸ・現地までの交通手段・グループ代表者
の名前と連絡手段（できれば携帯電話番号）を明記し、
はがき、封書またはＦＡＸで、下記へお申込みください。
〒584-0012富田林市粟ケ池町2969-5　富田林商工会館内
富田林ライオンズクラブ事務局　FAX：24-4500
※申込みは11月５日（月）開始。電話での申込は不可。
◆問合せ　富田林ライオンズクラブ事務局
　　　　　☎24-6350

俳
句

敬
称
略

川
柳

　

天

敬
称
略

●
12
月
号
の
題
は「
走
」（
締
め
切
り
11
月
５
日
）。
１
月
号
の
題
は「
新
」

（
締
め
切
り
12
月
５
日
）
で
す
。

�



受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※�検診費用として、各項目ごとに500円
が必要です。

胃・大腸がん検診
実施日　11月16日（金）午前
　　　　12月12日（水）午前
対象者　40歳以上の人
定　員　各日50人
※�原則、胃・大腸がん検診は、セット
検診（1,000円）です。
※�両日ともに、肺がん検診（500円）も
同時に受けられます。

肺がん検診
実施日　11月16日（金）午前
　　　　12月12日（水）午前
対象者　40歳以上の人
定　員　各日60人
◎�検診は予約制です。電話でお申込み
ください。
　受付は、検診実施日の１週間前まで。
　ただし、定員になり次第締め切ります。
　車椅子の人は予約時にご相談ください。
◎�職場などで検診を受ける機会のある
人は、対象となりません。
◎�健康手帳をお持ちの人は、ご持参く
ださい。
◎�生活保護を受けておられる人は、減
免制度がありますので、事前にご申
請ください。

◆問合せ
　健康増進グループ　☎98－5520

＊11月の歯科の休日診療当番医院

◆問合せ　
　健康増進グループ　☎98－5520

当番日 歯科医院 電話番号
11月₃日㈷ 山城歯科医院 28-0986
11月₄日㈰ タキゼン歯科 28-3011
11月11日㈰ うねおか歯科クリニック 29-4184
11月18日㈰ もとやま歯科クリニック 28-3006
11月23日㈷ 住岡歯科医院 28-4188
11月25日㈰ 山本歯科診療所 23-6356

個別乳がん検診・子宮がん健診
　町内に在住する人を対象に、個別子宮がん・乳がん検診を行っています。
　検診は２年毎に１度の検診となりますので、ぜひ、受診してください。

［実施期間］平成25年３月30日（土）まで
［実施場所］
○乳がん検診
•富田林病院（富田林市向陽台１-３-36　☎29-1121）
　（予約・問合せ）月〜金曜日　午後２時〜５時
•いぬいクリニック（富田林市桜井町１-５-４　☎20-1500）
　（予約・問合せ）平日（木曜休診）午前９時〜午後１時、午後５時〜７時

土曜日　午前９時〜午後１時
○子宮がん検診
•富田林医師会管内の下記医療機関

［対 象 者］
○乳 が ん：40歳以上の女性（昭和47年以前の奇数年生まれの人）
○子宮がん：�20歳以上の女性（昭和63年以前生まれで奇数年生まれの人。平成２年・

４年生まれの人）
［内　　容］
○乳 が ん：問診、視触診、乳腺Ｘ線検査（マンモグラフィ）
○子宮がん：問診・細胞診

［費　　用］各500円（各医療機関窓口でお支払いください。）
［受診方法］直接、医療機関へお申込みください。
※実施場所は、駐車場を完備しています。
※�ぺースメーカー装着・授乳中及び豊胸術を受けたことがある人は、マンモグラフィ
検査を受けられません。

◆問合せ　健康増進グループ　☎98-5520

がん検診無料クーポン券をお忘れではないですか！
　対象者の人に７月上旬にお送りしました、がん検診無料クーポン券の利用期間は、
平成25年２月28日までです。
　乳がん・子宮がん・大腸がん検診が、無料でご利用いただけますので、健康づくり
にお役立てください。
　対象者など詳しくは、広報７月号をご覧いただくか、お問い合わせください。
　なお、乳がん・子宮がん検診無料クーポン券は、個別検診でもご利用いただけます。
また、大腸がん検診は、クーポン券専用検診日があります。
○大腸がん検診クーポン券専用検診日
•�平成24年11月７日（水）・21日（水）・12月７日（金）・平成25年１月16日（水）・28日（月）・
２月８日（金）・25日（月）

◆問合せ　健康増進グループ　☎98-5520

医療機関名 地　域 電話番号 子宮がん
（医）澤井産婦人科 喜 志 町 26-3001 ○
たけい産婦人科クリニック 藤 沢 台 28-4103 ○
山村医院 桜 井 町 23-2678 ○
斉藤ウィメンズクリニック 久野喜台 40-1151 ○
富田林病院※ 向 陽 台 29-1121 ★
ＰＬ病院※ 新 堂 24-3100 ★

【表の記号の解説】
○印…�診療時間内に実施

しています
★印…�検診日や時間が決

まっていますので
お問い合わせくだ
さい。

※富田林病院、ＰＬ病院
　�予約・問い合わせは月
曜～金曜日の午後２時
～５時でお願いします。

400ml献血へのご協力をお願いします
　私たちの体は、異物が体内に侵入してきた時は激しく防御します。輸血には同
じ血液型の血液を使用するのはこのためですが、同じ血液型といっても実はひと
り一人微妙に異なり、同型であっても何人もの血液を輸血することは必ずしもベ
ストではありません。 
　400ml 献血は200ml 献血と同様にすべての血液成分をいただく献血方法で
すが、患者さんが輸血をうける場合、200ml 献血に比べて半分の人数の献血者
からいただく血液ですみ、輸血による感染症や副作用を少なくすることができます。
※�平成23年度から、男性に限り400ml 献血を17歳からできるようになりました。

［と　き］11月12日（月）
午前10時～正午　午後1時～4時

［ところ］町立保健センター
◆問合せ　健康増進グループ　☎98−5520
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●母子保健　 ★かならず母子健康手帳を　 お持ちください。
　　　　保健センター（２階すこやかホール）

備　　　考

場所

種　　類
4 か 月 児 健 診
１歳6か月児健診

赤ちゃん会ぷらす

対　　象　　児
　平成24年6月12日～平成24年7月8日生まれ
　平成23年3月、4月生まれ

1歳6か月までの乳幼児

受付時間
13：00～13：15
13：00～13：15

9：30～10：00

実　施　日
8日（木）
9日（金）

毎週水曜日
［実施時間］
　9：30～11：30
［持 ち 物］
　バスタオル

●すこやかホール開放
対　　　象 実施日 実施時間 内　　　　　　　　　　容

１歳から４歳未満の
お子さんと保護者　 26日（月）　 ₉：30〜11：30

みんなで遊べるように、すこやかホールを開放します。
11：15からは絵本の読み聞かせを行っています。
（読み聞かせは都合により中止する場合があります）

●町内ウォーキング
実 施 日 集合時間 集合場所 内　　　　　容

₅日（月） ₉：30 保健センター
太子町内の約₃㎞または約₆㎞のウォーキングコースを歩きます。
どなたでも参加できます。
ウォーキングのできる服装と靴でご参加ください。　雨天中止です。

富田林保健所場所・問合せ保健センター
●健康相談
場所

種　　類 実施日 実施時間 内　　容

毎週水曜日
₉：30
～
11：30

赤ちゃんから、
お年寄りまで
の健康・栄養
に関する悩み
にアドバイスし
ます。お気軽
にお越しくだ
さい。（電話相
談可）

保健師による
健 康 相 談

栄養士による
食 生 活 相 談

種　　類 実施日 実施時間 備　　考

こころの健康相談 予約制
₉：30
～
17：00

電話で予約必要

エ イ ズ に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

₉：30
～
17：00

予約不要
電話相談可

血 液 検 査
［エイズ・梅毒・クラミジア］

第₁･₃
水曜日

13：00
～
14：00

予約は不要で、匿名での検査
も可
エイズ抗体検査は無料
そのほかは手数料が必要にな
る場合あり

血 液 検 査
［肝炎ウィルス検査］

第₃
水曜日

₉：30
～
10：30

電話で予約必要
（先着順無料）

飲用水･井戸水検査
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜が祝日
の時は翌日）

₉：30
～
11：30

検査手数料が必要

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

₉：00
～
17：30

予約不要
12：15〜13：00は実施していま
せん

　　　　健康増進グループ（保健センター内）　　
　　　　　　　　　　☎98ー5520
　富田林保健所　　　☎23ー2681

消防署では、午後8時から翌朝8時まで、小児救急診療の当
番病院を紹介し、場合によっては救急車での搬送を行いま
す。※土曜・日曜・祝日・年末年始は午後4時から翌朝8時

　病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ
方がいいの？応急手当の仕方が分からない。
など、救急医療相談を「医師」「看護師」「相
談員」が24時間受付します。
《緊急時は迷わず119番へ》

　夜間の子どもの急病時、病院に行った方
がよいかどうか判断に迷ったときは、お電
話ください。
　｢こどもの救急」ホームページ（http://
kodomo－qq.jp/）でも、受診判断の目安
となる情報を掲載していますので活用して
ください。

【午後8時～翌朝8時】
☎＃8000

携帯電話・固定電話（プッシュ回線）

☎06－6765－3650
固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など )

【24時間・365日】
☎＃7119

携帯電話・固定電話（プッシュ回線）

☎06－6582－7119
固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など )

富田林市消防署
☎25－1122

休　　日
急病診療

小児急病
診療紹介

救急医療
相談窓口

大 阪 府
小児救急
電話相談

《内　科》富田林市立保健センター（休日診療所用☎28̶1333）
《小児科》富田林病院（☎29̶1121）
《歯　科》富田林市内の歯科医院（当番制）

※当番病院は、10ページをご覧ください。

11月は、建替にともなう開設準備のため、診療場所が変更になります。

［診療日］日曜日・祝日
［受付時間］
［午前9時～11時30分
［午後1時～3時30分
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家族介護講座
　ふだんから何気なく行っている呼吸。意識して呼吸をコントロールするこ
とで、自律神経のバランスをとり、気分を深く落ち着かせてくれます。
　介護で慌ただしい日常の中のひとコマに、呼吸法を取り入れてみませんか？
［と　き］11月25日（日）　午後１時15分～３時40分
［ところ］であい petit 広場「きらきらデイサロン」

（山田2649－1グリーンハイツ田中１階）
［内　容］
第一部：「呼吸法でいきいき生活」午後１時15分～２時15分
第二部：「介護家族のつどい」午後２時20分～３時40分

※動きやすい服装でお越しください。
［参加費］無料
［申　込］準備の都合上、11月20日（火）までにお申込みください。
※第一部、第二部のみの参加も可能。
※車での送迎や、要介護者のお預かりもしています。
◆問合せ　地域包括支援センター（高齢介護グループ内）　☎98︲5538
　　　　　ケアプランセンターであい　　　　　　　　　☎98︲3109

お達者健康講座
　「風邪は万病の元」という言葉は、風邪
のような病も放っておくと様々な病に転
じるという文字通りの意味です。単なる
風邪と思わずに、早いうちから対策をと
りましょう。
［と　き］11月26日（月）午前11時～正午
［ところ］町立総合福祉センター２階　
［内　容］風邪予防と元気なからだづくり
※ 保健師による血圧測定、健康相談もあ

りますので、お気軽にお越しください。
［参加費］無料
◆問合せ　地域包括支援センター
　　　　　（高齢介護グループ内 )
　　　　　☎98-5538
　　　　　保健センター　☎98︲5520
　　　　　社会福祉協議会　☎98︲1311

　９月26日（水）、町立万葉ホールで「第３回元気ぐんぐんフェスティバル」を行い、町内集会所など15か所
で元気ぐんぐんトレーニングを行っている119人が集まりました。
　ストレッチや筋力トレーニング、町歌に合わせた体操などをして、交流を深めました。

11月より救急医療情報キットを配布します‼
　町では、ひとり暮らしの高齢者な
どが家族のいないときに自宅で具合
が悪くなり、救急車を呼ぶときの安
全と安心を守る取り組みとして、救
急医療情報キットを配布します。
○救急医療情報キットとは？
　 「かかりつけ医」や「緊急連絡先」

などの情報を専用の容器に入れ、
自宅の冷蔵庫に保管しておくことで、
万一の救急時に備えます。

○どうして冷蔵庫に入れておくの？
　 冷蔵庫は、ほとんどの自宅の台所

にあるので、救急医療情報キット
がどこにあるのかすぐにわかります。
また、安心キットがあることを、
救急隊員がわかるように、冷蔵庫
にステッカーを貼っていただきます。

○配布対象は？
　 町内に居住されている次の人が対

象です。
　・65歳以上のひとり暮らし高齢者
　・65歳以上の高齢者のみの世帯に

　属する人
　・要支援、要介護認定を受けてい

　る65歳以上の高齢者
　・昼間１人となる65歳以上の高齢者
○費用は？
　 費用は無料です。（郵送による配布

は行っていません）
○申込み先は？
　 高齢介護グループの窓口
　でお申込みください。
　確認後、お渡しします。
　詳しくは、お問い合わせ
　わせください。
◆問合せ　
　高齢介護グループ
　☎98︲5538

大阪府高齢者大学校受講生募集
［と　き］平成25年４月～平成26年３月
［ところ］アネックスパル法円坂

「大阪市教育会館」
［講　座］�歴史、英会話、美術、地域活動

など53科目
［受講料］本　　　科　50,000円

実践研究部　49,000円
［申　込］12月20日（木）より先着順

郵送または持参
※ 募集要項などは、高齢介護グループ、

または問合せ先で配布
◆申込・問合せ
　〒540︲0006　
　大阪市中央区法円坂1︲1︲35
　NPO法人大阪府高齢者大学校
　☎06︲6360︲4400
　FAX 06︲6360︲4500

◆問合せ　地域包括支援センター（高齢介護グループ内）☎98︲5538

「元気ぐんぐんフェスティバル」を行いました！「元気ぐんぐんフェスティバル」を行いました！
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